
　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
明
け

る
と
、
磐
田
市
の
風
景
は
一
気
に

夏
模
様
に
移
り
変
わ
り
ま
す
。
田

ん
ぼ
に
は
水
が
張
ら
れ
、
遠
州
の

風
が
植
え
ら
れ
た
ば
か
り
の
稲
苗

を
揺
ら
し
、
お
茶
畑
は
一
番
茶
の

収
穫
が
終
わ
り
、
き
れ
い
に
狩
り

揃
え
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
二
番
茶
に

向
け
て
芽
吹
き
始
め
ま
す
。

古
く
か
ら
水
は
命
の
源
と
し
て
、

農
作
物
に
と
っ
て
も
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
や
産
業
に
と
っ
て
も
、
大

切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

磐
田
市
の
水
田
を
潤
す
寺
谷
用

水
は
、
約
4
0
0
年
前
に
築
か
れ

た
も
の
を
基
盤
と
し
て
い
ま
す
。

水
は
川
上
か
ら
川
下
へ
流
れ
る
た

め
、
使
い
方
次
第
で
は
争
い
に
も

な
り
得
ま
す
。
先
人
た
ち
は
「
井

組
」
と
い
う
組
織
を
つ
く
り
、
互

い
に
支
え
合
い
な
が
ら
水
を
守
り
、

分
か
ち
合
っ
て
き
ま
し
た
。
磐
田

原
や
東
部
地
区
の
用
水
も
長
い
年

月
を
か
け
て
整
備
さ
れ
、
今
も
地

域
を
支
え
て
い
ま
す
。

今
春
は
雨
が
少
な
く
水
不
足
が

心
配
さ
れ
、
水
は
自
然
か
ら
の
大

き
な
恵
み
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
近
年
は
豪
雨
災
害
も
増

え
、
同
じ
水
が
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
脅
か
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
先

人
は
水
を
利
用
す
る
だ
け
で
な

く
、
自
然
へ
の
畏お

そ

れ
を
持
っ
て
備

え
、
そ
の
知
恵
を
受
け
継
い
で
き

ま
し
た
。

豊
か
な
実
り
も
安
全
な
暮
ら
し

も
一
朝
一
夕
に
は
築
け
ま
せ
ん
。

自
然
へ
の
感
謝
と
畏
れ
、
地
域
を

支
え
て
き
た
先
人
へ
の
敬
意
を
忘

れ
ず
、
こ
の
豊
か
な
風
景
を
次
世

代
へ
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

第５７回

市
長　

草
地
博
昭

「

」

雨
と
水
の
大
切
さ
を
か
み
し
め
る

ジュビロ磐田ホームゲーム小学生一斉観戦ジュビロ磐田ホームゲーム小学生一斉観戦

一斉観戦事業成功に向けての取り組み一斉観戦事業成功に向けての取り組み

サポーター団体が希望校に訪問し、 応援指導を

しました。 「小学生に、 応援による一体感や喜び

を味わってもらいたい。 そして、 より一層観戦を

楽しんでほしい」 というサポーター団体の願いか

ら、 2016 年度よりボランティア活動として実施

しています。 今年度は、 市内公立小学校２０校の

うち１２校で実施しました。

児童が安心安全に楽しく観戦できるよう、 事前準備から当日まで、 保護者ボランティア、 サポーター団体

をはじめたくさんの方々にご協力いただきました。 皆さまのおかげで無事開催することができました。

小学生一斉観戦に併せて、

ジュビロ磐田への勝利を願い、

みんなで 「ヒレカツとほうれん

そうのカレー、 ブルーフルーツ

カクテル」 を食べました。

児童がけがなく観戦できるよ

う、 市職員約 120 人が従事し

ました。 また保護者など 186 人

もボランティアスタッフとして見

守り活動を行いました。

　

問  磐田市スポーツのまち推進課　

☎ 0538-37-4832

事前の応援指導 ジュビロ磐田応援給食

試合当日の準備 ・ 運営
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